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   金沢高架橋東（上り線）P107～P3間は北陸自動車道の金

沢西 IC～金沢東 IC 間に位置する供用後 50 年が経過した総

延長約 3123m からなる鋼 2～4 径間連続鈑桁橋である．本

工事は，老朽化した RC 床版をプレキャスト PC 床版に取替

える更新工事である（表-1）．対象の床版取替範囲は全 27
連と長く，架橋位置が国道 8 号線と並走しており金沢市街

地から近く交通量が多いうえ，雪氷対策作業の観点より，

冬期から GW までとお盆期間は規制解放されるため，施工

工程短縮を見据えた設計の工夫が求められた．また，高圧

送電線による上空制限に配慮した架設方法の検討が必要と

されたため，本稿では施工条件を踏まえたプレキャスト PC
床版の設計と床版架設機による施工について報告する． 

設計・施工 

 
 

  １． プレキャスト PC 床版の設計 
本橋の PC 床版同士の接合構

造は，従来の RC 接合に代え

て，橋軸方向にプレストレス

を導入した PC 接合の採用と，

壁高欄を工場で施工するプレ

キャスト壁高欄とする事で，

耐久性・品質の向上と施工の

合理化・工程短縮を図った． 
 全 27 連のうち斜角を有する連や径間数が 2～4 径間と異なる連があり，床版割付の条件が異なるため，下記に留意し

て割付検討を行った（図-1）．①版幅の統一：標準版を運搬上の制限に配慮して版幅 2.4m とし，標準版を多く用いて特

殊版を減らした．縦締め PC 鋼材を床版下面に定着した定着突起版と，両端部の打下し版は標準版と同程度の重量に抑え

版幅 2.0m とした．②橋軸方向の鋼材配置：中間支点上における縦締め PC 鋼材をたすき掛け配置とし，定着突起部と既

設対傾構配置による干渉や緊張空間の確保に留意した．③版の配置方法：支間部の床版は桁直角配置とし，桁の交角分

の角度吸収は中間支点に台形版を設けて調節した．④端部プレキャスト化：通常場所打ちとなる端部についてプレキャ

スト化を検討した．以上を工事対象橋梁全体で検討することにより，床版設計・製作の合理化を図った．また，端部プ

レキャスト版の採用箇所では現場打設や養生，横締め PC 鋼材の緊張に要する期間を短縮・省略し，場所打ち工程 1/2 の

日数で作業を可能とするなどの工程短縮を図った． 

２． 床版架設 
本工事は施工箇所と高圧送電線の交差箇所が 3

箇所あり，高圧送電線が最も低い箇所は電力会社

との協議により施工有効高さが 6.5m に制限され

ることになった．他の連で使用している大型クレ

ーンや既存の床版架設機（H=8.0m 程度）では架

設条件をクリアできないため，低空頭タイプの床

版架設機を新たに開発して施工することとした． 
2.1 床版架設機の構造 
 床版架設機は長さ13.0m，幅10.0m，全高約6.0mの4柱型の門型構造である（図-
2，図-3）．吊り装置は回転が可能な他，吊り天秤に油圧ジャッキを配置し，横断

勾配に対応でき，吊り位置の重心調整を可能とする構造とした．また軌道は，設

置済の新設PC床版に直接荷重がかからず，鋼桁に荷重が伝達される構造とした． 

2.2 低空頭タイプの床版架設機による床版取替 
PC 床版はトレーラーにより搬入し，高圧送電線の制限を受けない高架橋上でク

レーンにより自走式運搬台車に積み替え，床版架設機まで最大約 200m 橋面上を運

搬した．床版架設機により既設 RC 床版の撤去と PC 床版の架設を行っており，施

工は 2 日で 9 枚の床版の撤去・架設を実現した（写真-1）． 
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写真-1 床版架設全景 

図-1 プレキャスト PC 床版割付 

表-1 橋梁概要 

図-2 床版架設機（側面） 図-3 床版架設機（断面） 
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   北陸自動車道の手取川に架橋される手取川橋は，1972 年に PC8 径間連

続有ヒンジラーメン箱桁橋として建設され，開通から約 50 年が経過した

橋梁である．手取川橋は塩害を強く受ける架橋環境であり，これまでに

塩害補修，ヒンジ部の連続化および耐震補強が実施されていたが，上部

工の再劣化が進行していたため，高速道路リニューアルプロジェクトに

よる大規模更新工事として，既設下部工を生かしつつ新設橋梁へ架け替

える工事を実施している．架け替え後の橋梁は，炭素鋼の表面にステン

レス鋼を接合したステンレスクラッド鋼を使用した鋼箱桁を主桁とし，

床版は，石灰石骨材を使用したコンクリートを用いたプレキャスト PC 床

版を採用した連続合成桁橋である．固定支保工で建設された側径間部に

おける桁下の敷地には，建設当時とは異なり希少生物が生息しているこ

とから，撤去用の支保工の設置が不可であったため，旧橋の撤去方法に課題があった．本稿では，手取川橋の側径間部

において，新設桁を利用して既設桁を吊り下げて撤去する工法について報告する．図-1 に旧橋撤去時の断面図を示す． 

吊下げ撤去工法概要 

 
 

  １．撤去概要 
本工事では，側径間部の既設桁下空間に支保工設置が不可で

あったため，旧橋の撤去に支保工を用いず新設桁から吊る方法

を採用した． 
建設時の支保工施工範囲は約 35m，撤去重量は約 700t にお

よび，A1 支承を撤去した状態では橋脚で全荷重を支えられな

いこと，支保工によって施工されていることから，全重量を同

時に吊り下げる必要があった．支保工施工範囲の撤去は全 14
ブロック（各 50～65t）を総ねじ PC 鋼棒φ32 を用いて 1 ブロ

ックずつ順次撤去した（図-2）． 
 
２．撤去時の検討 
既設支承の撤去および新設桁から旧橋を吊った状態で安全に

既設桁を切断・撤去するために検討を行った． 
2.1 切断開始位置 
切断開始位置は，切断時における吊り材への急激な荷重移行

や構造変化により片持ち梁構造となる P1 橋脚側の張出先端の

振動を防ぐため，A1 橋台側から切断を開始した． 
2.2 吊り下げ時の張力調整 
新設桁（鋼桁）から旧橋の（PC 桁）を吊る場合，各桁のた

わみ差により吊り材の張力が不均等となり，橋脚に大きなアン

バランスモーメントが発生した．撤去ブロックの重量に合わせ

各ブロックの吊り材の張力調整を行うこととしたが，新設桁の

変形によって，A1 支承部付近における旧橋の先端は下方向に

変位した．そのため，A1 支承部のジャッキダウンを実施しつ

つ吊り材の張力調整を行い，新設桁から旧橋を吊り下げた． 
2.3 撤去中の張力調整 

各ブロックを順次撤去していくことで撤去していないブロックの吊り材張力が随時変化するため，施工の進捗に合わ

せて各撤去ブロック重量と吊り材張力が一致するように張力管理を徹底し，切断を実施することで，主桁先端の不安定

な挙動を抑えた． 

 

３．張力制御・管理 
複数の油圧ジャッキを同時制御するシステムにより張力管理を実施し，支承部のジャッキダウンと連動して張力を調

整した．また，各施工段階における張力については，制御システムを用いて設計値±30%の範囲で管理を行った．吊り

下げ撤去状況を写真-1 に示す．張力測定結果は設計値の±30％以内に収まり，安全に側径間部の撤去を完了した． 
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図-2 建設当時の架設方法と本工事における撤去概要 

写真-1 吊下げ撤去状況 

図-1 旧橋撤去時の断面 
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